家庭礼拝　2011年11月9日　マルコ福音書　1章14節～28節　私についてきなさい
　賛美歌６　つくりぬしを賛美します　聖書朗読　　祈り　奨励説教　一分黙想　全員祈り　主の祈り　　賛美歌510　主よ、終わりまで
起
イエス様は、荒れ野でサタンの誘惑を受けた後、ガリラヤで伝道を始めるようになります。この一連の流れを見ると、洗礼者ヨハネがイエスに次のステップへのスタートの合図を送り、神様から、それぞれの段階の試練を受けて承認され、宣教しているように思わされます。最初は、ヨハネが洗礼を授け始めたことが、イエス様の活動の引き金になりました。そしてその洗礼を受けにヨルダン川までやってきたのです。次に、ヨハネの水による洗礼で、聖霊が下されました。それは預言者の言葉が成就したことと、神様の承認が与えられたことを意味しています。それは、荒れ野での試練がスタートすることでもありました。それは、まるで、ヨブが神様の許可の下でサタンの試練にあったように、イエス様もその誘惑の試練にあいながらも、信仰を守り通して、神様から伝道の許可を与えられ、サタンもまた、それを認めざるを得なかったというような状況を意味しているような気がいたします。この後は、ヨハネが捕らえられたタイミングで、イエス様の宣教が開始し、ヨハネが殺されたころから、殉教への思いが強くなり、受難の予告をし始めるのです。このように、洗礼者ヨハネの働きはあまり目立たないのですが、イエス様に、次のステップへの大きなシグナルを送っているように見えるのです。まさに救い主の先導者なのです。
福音書を読むと、イエス様はいろいろなところを旅をして、ずいぶんと広い地域を宣教して回ったのだろうなという思いをしてしまいます。パウロがアジアからヨーロッパにかけて宣教したほどではないにしても、イエス様もずいぶんと広いところを旅をしたような印象を受けます。ですが、その行動した範囲はよく調べてみると非常に狭い範囲であり、活動した年月も高々3年程度です。このような活動の結果が、その後の世界史を変えるような、大きな足跡を残すことになるとは誰にも想像できないはずです。
イエス様が活動した範囲はエルサレムを除けば、ほとんどがガリラヤ湖周辺です。その付近の町々をめぐって、宣教していたのです。そして最後にエルサレムに行くのですが、それが一番遠くまで行った旅になります。このガリラヤ湖ですが、大きさからいえば日本で二番目に大きい霞ヶ浦くらいの湖です。琵琶湖よりは小さい湖です。そしてそこからエルサレムまでの距離というのは、霞ヶ浦の近くの土浦から東京か横浜までの距離くらいの話なのです。ですから、イエス様の活動の範囲というのは日本で言うと、霞ヶ浦のあたりの村々を回って宣教し、東京までやってきて、捕らえられ十字架にかけられた。というくらいの規模なのです。パウロのように遠い外国までの距離を旅したわけではないのです。そして特にガリラヤ湖周辺の町の中でも今日の聖書に出てくるカファルナウムが中心になるのです。そしてそこにはシモンとアンデレの家、すなわちペトロの家があったのです。
地理的な関係を確認しておきますと、ガリラヤと呼ばれる地域はこのガリラヤ湖の東側の地域です。その湖畔から離れた東側の山の中にイエス様の故郷のナザレがあります。そして、ガリラヤ湖の北側のところに活動の中心となった、カファルナウムがあるのです。そして、イエス様の活動したガリラヤ湖付近の町々はほとんど湖の北東4分の一に集中しています。マグダラ、ゲネサレト、カファルナウム、ベッサイダなどの町々です。ガリラヤ湖は小さいようにいっても南北で20kｍ東西で12kmもあります。湖を横切るのも結構大変で、突然の突風などにも見舞われました。この湖は淡水湖で漁業が盛んでした。多いときには湖に300艘もの船が浮かんでいたそうです。イエス様の弟子にもそこで働く漁師が多くいました。最初の弟子となった、ペトロとアンデレの兄弟、ヤコブとヨハネの兄弟などがそうです。イエス様の弟子たちは、イエス様の活動がガリラヤ中心であったので、ほとんどの弟子がガリラヤ出身です。その中でただ一人だけガリラヤ出身でないものがいました。それは裏切ったイスカリオテのユダなのです。イスカリオテとはケリオテ人を意味し、辺境の地のモアブの出身のようです。
承
さて、聖書に戻って、イエス様が荒れ野で40日間のサタンの試練を受けてそれを終えられた頃に、洗礼者ヨハネがヘロデ王に捕らえられました。そしてその後で、イエス様はガリラヤに行って福音を述べ伝えられたと聖書に書かれています。14節と15節です。
マコ 1:14　ヨハネが捕らえられた後、イエスはガリラヤへ行き、神の福音を宣べ伝えて、

マコ 1:15　「時は満ち、神の国は近づいた。悔い改めて福音を信じなさい」と言われた。
イエス様はどこの荒れ野からガリラヤへ行かれたのでしょうか。イエス様が洗礼を受けたヨルダン川は、ガリラヤ湖から死海に流れるヨルダン川の死海に近いところのようです。そこはエリコやエルサレムにも近くユダヤの地です。その死海の東側に荒れ野が広がっています。イエス様はたぶんヨルダン川で洗礼を受けた後、この死海の東側の荒れ野でサタンの誘惑を受けられ、洗礼者ヨハネが捉えられたことを聞いて、新しい時がきたことを感じ、ユダヤの地から離れた所にある故郷のガリラヤ地方に戻って福音を述べ伝え始めたのだと思います。その一連の流れは、まるで定められたとおりのような行動です。イエス様の公的生涯の第一声は「時は満ち、神の国は近づいた。悔い改めて福音を信じなさい」ということでした。時は満ちたのです。
イエス様は、神の国が近づいていることを告げ知らせるために、宣教をはじめたのです。それは宣教というよりも伝令の言葉でした。戦争が始まると伝令が戦争が起こったぞ、と町々に伝えていくように、イエス様は町々に、神の国は近づいたと伝え始めたのです。神の国が近づいているということは、私たちにとって何を意味しているのでしょうか。それがわからなければ、このイエス様の言葉はむなしいのです。それが分からない人々がいたから、悔い改めて福音を信じなさいといわれたのです。改めて、神の国は近づいたといわれたとき、人々はどのように反応するのでしょうか。そんなことは信じないと思う人もいるだろうし、神の国などどうでもいいと思う人もいたでしょう。神の国が近づいたなら、救われるかもしれないと希望を抱いた人もいれば、私は罪のために裁かれると思った人もいたかもしれません。神の国が来れば、この世の終末が来るのだと恐れた人もいるかもしれません。イエス様はすべての人に、自分の罪を悔い改めて、神の国の救いに与ってほしいと願って、神の国は近づいたと、述べ伝え始めたのです。その時は満ちて、もうすぐそこまで来ていたからです。
転
イエス様は、ガリラヤ湖の付近を宣教して歩いていました。そして、そこで出会ったシモンとアンデレ、そしてヤコブとヨハネの兄弟の漁師たちを弟子にしたのです。その場所はペトロの実家のあるカファルナウムの近くの湖畔だと思います。聖書では16節から20節です。
マコ 1:16　イエスは、ガリラヤ湖のほとりを歩いておられたとき、シモンとシモンの兄弟アンデレが湖で網を打っているのを御覧になった。彼らは漁師だった。

マコ 1:17　イエスは、「わたしについて来なさい。人間をとる漁師にしよう」と言われた。

マコ 1:18　二人はすぐに網を捨てて従った。

マコ 1:19　また、少し進んで、ゼベダイの子ヤコブとその兄弟ヨハネが、舟の中で網の手入れをしているのを御覧になると、

マコ 1:20　すぐに彼らをお呼びになった。この二人も父ゼベダイを雇い人たちと一緒に舟に残して、イエスの後について行った。

　この4人の漁師のうちの3人が後々までも、イエス様の重要な弟子として、現れてきます。それはシモンとヤコブとヨハネです。イエス様の弟子たちは、みな自分から弟子になりたくて集まった人々ではありませんでした。イエス様のほうから出向いてくれて、呼びかけて弟子にしてくれたのです。そして大事なことは、その呼びかけがあったときには、たとえやりかけの仕事があったとしても、持って行きたい財産があったとしても、自分を育ててくれた、大切な親がいたとしても、それらを省みることなく後にして、すぐに従って行ったことです。ここで躊躇するなら、イエスの弟子には、なれないのでしょう。私たちもイエス様の弟子として歩みたいと願うならば、そのように祈ったとしても、イエス様が呼びかけてくださったとき、何もかもすぐに捨ててイエス様に従っていく覚悟が必要なのです。むしろ、その覚悟ができたときに、イエス様は私たちに、呼びかけてくださるのだと思います。アブラハムは、「あなたは生まれ故郷、父の家を離れて、私が示す地に行きなさい。」と主から言われたときに、その示す地がどこであるかもわからずに、その言葉に従って故郷を捨て、旅立ったのです。イエスの弟子たちも、私に従ってきなさいという言葉に、すぐに従ってついていったのです。何のためですかと聞くものもいませんでした。ですがイエス様は、人間を取る漁師にしよう、と言われたのでした。きっと、これらの漁師達の内に、この人についていこうと言う覚悟を見たから、イエス様は呼びかけたのだろうと思います。
当時のユダヤの町々には必ず会同がありました。会同は人々に信仰を教える場です。教育の施設です。神殿とは基本的に違うのです。神殿は礼拝をし神様への捧げ物をするところなのです。会堂は神殿とは違いますが、礼拝も行われ、裁判も行われました。その会同にイエス様は入っていかれました。21節から24節です。
マコ 1:21　一行はカファルナウムに着いた。イエスは、安息日に会堂に入って教え始められた。

マコ 1:22　人々はその教えに非常に驚いた。律法学者のようにではなく、権威ある者としてお教えになったからである。

マコ 1:23　そのとき、この会堂に汚れた霊に取りつかれた男がいて叫んだ。

マコ 1:24　「ナザレのイエス、かまわないでくれ。我々を滅ぼしに来たのか。正体は分かっている。神の聖者だ。」

　イエス様が安息日に会堂に入って教えられると、人々はその教えに非常に驚きました。それは律法学者の様にではなく、権威あるものとして教えたからです。律法学者たちの権威はすべて、聖書にありました。ですから、自分の考えを言ったとしても、それは聖書のここに書いてある、あそこに書いてあると、その権威の引用をすることが学者の務めだったのです。ですがイエス様は、その聖書の権威を引用することによってではなく、自らがその権威として、神様の言葉を直接伝えるものとして教えられたのです。ですが、今の私たちが、この昔のユダヤ人たちを笑うわけにはいきません。今の私たちでさえも、当時のユダヤ人たちと同じ、引用主義になっており、そうでなければ安心できないし、そうしなければ間違っていると言われてしまうのです。私たちの信仰もまた、教義やカテキズムに縛られたものとなっているからです。
　イエス様の正体を、最初に気がついたのは汚れた霊でした。サタンはイエス様を荒れ野での誘惑をしたので、イエス様の正体を知っていたでしょう。ですがこの汚れた霊とサタンとはどんな関係になるのでしょうか。当時は、汚れた霊の頭としてサタンがいると考えられていたようです。ですから、この汚れた霊達もまた、イエス様の正体を知っていたのです。そして、「ナザレのイエス、かまわないでくれ。我々を滅ぼしに来たのか。正体は分かっている。神の聖者だ。」と言ったのです。
イエス様は、この汚れた霊がそのように話しかけたのを聞いて、お叱りになり、汚れた霊を追い出してしまいました。25節から28節です。
マコ 1:25　イエスが、「黙れ。この人から出て行け」とお叱りになると、

マコ 1:26　汚れた霊はその人にけいれんを起こさせ、大声をあげて出て行った。

マコ 1:27　人々は皆驚いて、論じ合った。「これはいったいどういうことなのだ。権威ある新しい教えだ。この人が汚れた霊に命じると、その言うことを聴く。」

マコ 1:28　イエスの評判は、たちまちガリラヤ地方の隅々にまで広まった。
イエス様は、その汚れた悪霊に対し、「黙れ。この人から出て行け」とお叱りになって、追い出したのです。このことは当時の人々には大きな驚きでした。なぜならば、汚れた霊を追い出すには、呪術的な悪魔祓いをすることが、当時の一般的な方法だったからです。それをイエス様が、「黙れ。この人から出て行け」と言うだけで、汚れた霊はその人に痙攣を起こさせ、大声を上げて出て行ったからです。汚れた霊に命じると、そのいうことを聞くようなことは聞いたことがなかったからです。ですがこのことはまた、パリサイ人たちからは後に、悪霊の頭の力で悪霊を追い出しているのだ、だから、命じることができるのだと言ううわさを流されることになるのです。
イエス様の働きは目覚しく、イエス様の評判はたちまちガリラヤ地方の隅々にまで広まりました。このようにして、イエス様の最初の宣教と奇跡の癒しの業がなされたのです。後にイエス様は12人の弟子たちを派遣することになりますが、そのときにも大切な働きは宣教することと、悪霊を追い出すことと、病人を癒すことの、この三つだったのです。
結
このようにして、イエス様の公的生涯が始められました。それは洗礼者ヨハネが囚われた時を合図に始められたかのようでした。ヨハネが行ったのは罪の悔い改めの洗礼でした。イエス様の伝えたのも、悔い改めでした。それは、神の国に入るためでした。イエス様が伝えたのは、神の国の到来がすぐそこまでやってきていると言うことでした。悔い改めて、神の国を信じなさいと言うものです。それは、信じるものには信じるものへの報いが与えられ、信じないものには信じないものへの報いが与えられると言うことです。このことを考えると、イエス様の教えてくださった、神の国とは、私たちの悩み苦しみが救われるかどうかと言うことではなくて、近づいてきた神の国に、あなたは信じて入るのかどうかと言うことを問われているのではないでしょうか。あなたの悩みや苦しみ、希望などはさておいて、あなたはこの神の国に入る準備をしているかということが問われているような気がします。
　（1分間黙祷）
（祈り）
天の父なる神様。イエス様がこの世に現れてくださって、神の国を伝えてくださいました。神の国が近づいているのに、それに気がつかず、それぞれの個人の思惑や、心配や、悩みに囚われて、神の国を見ようともしない私たちに、イエス様は悔い改めるように述べ伝えました。私たちは、悔い改めて、福音を信じ、神の国に入る準備ができているでしょうか。私たちは改めてこの宣教の声を聞く必要があるのかもしれません。神様、どうか私たちの思いを清め、悔い改めさせてください。そしてあなたのみ声を受け入れるものでありますように。また、このことを知らされていない、また受け入れられない多くの人々がいますが、どうかあなたの憐れみによって、導かれるものでありますように。
この祈りを、主イエスキリストの御名によってお祈りいたします。アーメン
◇マルコによる福音書

◆洗礼者ヨハネ、教えを宣べる

マコ 1:1　神の子イエス・キリストの福音の初め。

マコ 1:2　預言者イザヤの書にこう書いてある。「見よ、わたしはあなたより先に使者を遣わし、／あなたの道を準備させよう。

マコ 1:3　荒れ野で叫ぶ者の声がする。『主の道を整え、／その道筋をまっすぐにせよ。』」そのとおり、

マコ 1:4　洗礼者ヨハネが荒れ野に現れて、罪の赦しを得させるために悔い改めの洗礼を宣べ伝えた。

マコ 1:5　ユダヤの全地方とエルサレムの住民は皆、ヨハネのもとに来て、罪を告白し、ヨルダン川で彼から洗礼を受けた。

マコ 1:6　ヨハネはらくだの毛衣を着、腰に革の帯を締め、いなごと野蜜を食べていた。

マコ 1:7　彼はこう宣べ伝えた。「わたしよりも優れた方が、後から来られる。わたしは、かがんでその方の履物のひもを解く値打ちもない。

マコ 1:8　わたしは水であなたたちに洗礼を授けたが、その方は聖霊で洗礼をお授けになる。」

◆イエス、洗礼を受ける

マコ 1:9　そのころ、イエスはガリラヤのナザレから来て、ヨルダン川でヨハネから洗礼を受けられた。

マコ 1:10　水の中から上がるとすぐ、天が裂けて“霊”が鳩のように御自分に降って来るのを、御覧になった。

マコ 1:11　すると、「あなたはわたしの愛する子、わたしの心に適う者」という声が、天から聞こえた。

◆誘惑を受ける

マコ 1:12　それから、“霊”はイエスを荒れ野に送り出した。

マコ 1:13　イエスは四十日間そこにとどまり、サタンから誘惑を受けられた。その間、野獣と一緒におられたが、天使たちが仕えていた。

◆ガリラヤで伝道を始める

マコ 1:14　ヨハネが捕らえられた後、イエスはガリラヤへ行き、神の福音を宣べ伝えて、

マコ 1:15　「時は満ち、神の国は近づいた。悔い改めて福音を信じなさい」と言われた。

◆四人の漁師を弟子にする

マコ 1:16　イエスは、ガリラヤ湖のほとりを歩いておられたとき、シモンとシモンの兄弟アンデレが湖で網を打っているのを御覧になった。彼らは漁師だった。

マコ 1:17　イエスは、「わたしについて来なさい。人間をとる漁師にしよう」と言われた。

マコ 1:18　二人はすぐに網を捨てて従った。

マコ 1:19　また、少し進んで、ゼベダイの子ヤコブとその兄弟ヨハネが、舟の中で網の手入れをしているのを御覧になると、

マコ 1:20　すぐに彼らをお呼びになった。この二人も父ゼベダイを雇い人たちと一緒に舟に残して、イエスの後について行った。

◆汚れた霊に取りつかれた男をいやす

マコ 1:21　一行はカファルナウムに着いた。イエスは、安息日に会堂に入って教え始められた。

マコ 1:22　人々はその教えに非常に驚いた。律法学者のようにではなく、権威ある者としてお教えになったからである。

マコ 1:23　そのとき、この会堂に汚れた霊に取りつかれた男がいて叫んだ。

マコ 1:24　「ナザレのイエス、かまわないでくれ。我々を滅ぼしに来たのか。正体は分かっている。神の聖者だ。」

マコ 1:25　イエスが、「黙れ。この人から出て行け」とお叱りになると、

マコ 1:26　汚れた霊はその人にけいれんを起こさせ、大声をあげて出て行った。

マコ 1:27　人々は皆驚いて、論じ合った。「これはいったいどういうことなのだ。権威ある新しい教えだ。この人が汚れた霊に命じると、その言うことを聴く。」

マコ 1:28　イエスの評判は、たちまちガリラヤ地方の隅々にまで広まった。
◆多くの病人をいやす

マコ 1:29　すぐに、一行は会堂を出て、シモンとアンデレの家に行った。ヤコブとヨハネも一緒であった。

マコ 1:30　シモンのしゅうとめが熱を出して寝ていたので、人々は早速、彼女のことをイエスに話した。

マコ 1:31　イエスがそばに行き、手を取って起こされると、熱は去り、彼女は一同をもてなした。

マコ 1:32　夕方になって日が沈むと、人々は、病人や悪霊に取りつかれた者を皆、イエスのもとに連れて来た。

マコ 1:33　町中の人が、戸口に集まった。

マコ 1:34　イエスは、いろいろな病気にかかっている大勢の人たちをいやし、また、多くの悪霊を追い出して、悪霊にものを言うことをお許しにならなかった。悪霊はイエスを知っていたからである。

◆巡回して宣教する

マコ 1:35　朝早くまだ暗いうちに、イエスは起きて、人里離れた所へ出て行き、そこで祈っておられた。

マコ 1:36　シモンとその仲間はイエスの後を追い、

マコ 1:37　見つけると、「みんなが捜しています」と言った。

マコ 1:38　イエスは言われた。「近くのほかの町や村へ行こう。そこでも、わたしは宣教する。そのためにわたしは出て来たのである。」

マコ 1:39　そして、ガリラヤ中の会堂に行き、宣教し、悪霊を追い出された。

◆重い皮膚病を患っている人をいやす

マコ 1:40　さて、重い皮膚病を患っている人が、イエスのところに来てひざまずいて願い、「御心ならば、わたしを清くすることがおできになります」と言った。

マコ 1:41　イエスが深く憐れんで、手を差し伸べてその人に触れ、「よろしい。清くなれ」と言われると、

マコ 1:42　たちまち重い皮膚病は去り、その人は清くなった。

マコ 1:43　イエスはすぐにその人を立ち去らせようとし、厳しく注意して、

マコ 1:44　言われた。「だれにも、何も話さないように気をつけなさい。ただ、行って祭司に体を見せ、モーセが定めたものを清めのために献げて、人々に証明しなさい。」

マコ 1:45　しかし、彼はそこを立ち去ると、大いにこの出来事を人々に告げ、言い広め始めた。それで、イエスはもはや公然と町に入ることができず、町の外の人のいない所におられた。それでも、人々は四方からイエスのところに集まって来た。
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